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教育学部FD研修

人権講習会資料（2018/12/20）

担当：山下 光（特別支援教育講座）

共生社会とは

①これまで十分に社会参加できる環境になかった

障害者等が、積極的に参加・貢献していくことが
できる社会である。

②それは、誰もが相互に人格と個性を尊重しあい、

人々の多様な在り方を相互に認め合える全員
参加型の社会である。

③このような社会を目指すことは、我が国において

最も積極的に取り組むべき重要な課題である。

障害者差別解消法 障害のある学生の修学支援に関する実態調査（H29年度）

• 障害者総合支援法（H25），障害者差別解消法（H28）
施行により対象者が急増

29年度調査の概要

• 平成29 年5 月1 日現在における障害学生数は31,20
4 人（全学生数の0.98％）、障害学生在籍学校数は9
14 校

• （全学校数1,170 校の78.1％）で障害学生数は3,948 
人増（前回から0.12 ポイント増）、障害学生在籍学校

数は15 校増（前回から1.3 ポイント増）

• 昨年度に引き続き障害学生数は大きく増加しており、

「障害者差別解消法」施行（平成28 年4 月）後、障害

学生の把握が一層進んだことが推測される

障害を理由とする差別とは？
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Faculty of Education，Ehime University

障害の社会モデルと個人（医学）モデル

 個人モデル

 障害者が困難に直面するのは「その人に障害
があるから」であり，克服するのはその人（と家
族）の責任だとする考え方

 社会モデル

 社会こそが『障害（障壁）』をつくっており，それ
を取り除くのは社会の責務だとする考えかた

 障壁を取り除くのは社会の責務

Faculty of Education，Ehime University

社会モデルの視点（大阪府人権協会）
 社会には身体や脳機能に損傷をもつ多様な人
々がいるにもかかわらず，社会は少数者の存
在やニーズを無視して成立している

 学校や職場，街のつくり，慣習や制度，文化，
情報など，どれをとっても健常者を基準にした
ものであり，そうした社会のあり方こそが障害
者に不利を強いている

 「障害があるから不便（差別される）」なのでは
なく，「障害とともに生きることを拒否する社会
であるから不便」なのだ

Faculty of Education，Ehime University

社会モデルの例（大阪府人権協会）

 「ろう者が講座に出たいが手話通訳がない」

 個人モデル

 「耳が聞こえないから参加できない」

 手話通訳の「例外的，恩恵的な特別措置」

 社会モデル

 そもそも主催者が多様な参加者を想定していないこと
が問題

 手話通訳は「本来，用意すべきこと」であり，ろう者が
主催者にそれを求めるのは当然の権利

 主張しづらいのが現実だが，「たった一人のために予
算を使えない」といった多数派の論理に抵抗し，権利
を求める根拠となるのが社会モデル

学校教育における「合理的配慮」の定義

１．障害のある子どもが，他の子どもと平等に 「教育を
受ける権利」を享有・行使することを確保するために，
学校の設置者及び学校が必要かつ適当な変更・調整
を行うこと

２．障害のある子どもに対し，その状況に応じて，学校教
育を受ける場合に個別に必要とされるもの

３．学校設置者及び学校に対して，体制面，財政面にお
いて，均衡を失した又は過度の負担を課さないもの。

通常学級に在籍する発達障害

• これらの特性は，本人のせいではなくて，

脳の機能不全によるもの

• 叱責やはげましだけでは改善しない

学習障害（ＬＤ）の教育的定義

 学習障害とは，基本的には全般的な知的発達に遅れ
はないが，聞く，話す，読む，書く，計算する又は推論
する能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難
を示す様々な状態を指すものである

 学習障害は，その原因として，中枢神経系に何らかの
機能障害があると推定されるが，視覚障害，聴覚障害，
知的障害，情緒障害などの障害や，環境的な要因が
直接の原因となるものではない

 「学習障害児に対する指導について（報告）」平成１１年７月
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ＬＤとは・・・具体的な行動として
発達障害とは （松村・廣瀬、2004を参考に作成）

LDの特性理解（古荘ら , 2015）

 視覚認知の問題

 聴覚認知の問題

 空間認知の問題

 視覚認知（形や色）と，空間認知（位置や動

き）は脳の別の場所で処理されているので

，別々に障害されることもあれば，同時に
障害されることもある

ディスレクシア（読字困難） 同色の振り仮名は役に立たない

ICTの活用

 電子教科書

 読み上げソフト

 PC，タブレット端末

 入出力のツールとして

 各種ソフトウエアや教
材の使用

 メモ，スケジューラーと
しての使用

ADHDの教育的定義

 注意欠陥（欠如）多動性障害とは，年齢あるい
は発達に不釣り合いな注意力，及び／又は衝
動性，多動性を特徴とする行動の障害で，社会
的な活動や学業の機能に支障をきたすもので
ある

 また，７歳（最近の定義では12歳）以前に現れ，

その状態が継続し，中枢神経系に何らかの要
因による機能不全があると推定される



4

ADHDとは・・・

不注意
注意や集中が持続しない。
目的を持った行動が困難。

多動性

衝動性

興味や関心が変わりやすい。
目的なく動き回る。

思いつきの行動。
刺激に反応して即座に行動。

※複数の場面で，これらの特徴がすべて現れること。
※幼児期（７歳以前）で，これらの様子が認められること

発達障害とは （松村・廣瀬、2004を参考に作成）

ADHDの3タイプ

多動性－衝動性優性型

 落ち着きがなく，授業中立ち歩く

 体を動かすことがやめられない

 衝動性が抑えられず，ささいなことで手を出し
てしまったり，大声を出したりする

 乱暴な子，反抗的，という目で見られやすい

 男の子に多い傾向がある

 ADHD全体の割合からすると少数

不注意優勢型の特徴

 あまり目立たない（ADHDであることに気づかれに
くい）

 忘れ物が多く，物をなくしやすい

 気が散りやすく，集中力が続かない

 興味があるものには集中しすぎてしまい，切り替
えが難しい

 ボーっとしていて，話を聞いていないように見える

 行動が他の子よりワンテンポ遅れる

 字が乱れる

 不器用（縄跳びなどが苦手）

 片付けられない

 女の子に多い傾向がある

のび太君にはLDの特性もある 薬物療法
• ADHDについては，対症療法的な治療薬（飲んでいる

時だけ症状が軽くなる）があり，医師の診断により処

方される

• 利き方には，症状による差や個人差がある

• 副作用もあり，薬物療法を行うのかどうか，どの薬を

使うかはケースバイケース
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高機能自閉症の教育的定義

 高機能自閉症とは，３歳位までに現れ，

（1）他人との社会的関係の形成の困難さ，

（2）言葉の発達の遅れ，

（3）興味や関心が狭く特定のものにこだわること，

を特徴とする行動の障害である自閉症のうち，知的発
達の遅れを伴わないものをいう

 また，中枢神経系に何らかの要因による機能不全が
あると推定される

 「今後の特別支援教育の在り方について（最終報告）」平成１５
年３月より

自閉症スペクトラム障害

 高機能自閉症という用語は，使用されなくなっ
てきている（健常者，自閉症者，知的障害者は
明確な境界がない連続体）

社会的関係の形成の困難
「心の理解」の困難

• 友達と仲良くしたいという気持ちはあるけれど，友達

関係をうまく築けない

• 友達のそばにはいるが，一人で遊んでいる

• 球技やゲームをする時，仲間と協力してプレーするこ

とが考えられない

• いろいろな事を話すが，その時の状況や相手の感情，

立場を理解しない

• 共感を得ることが難しい

• 周りの人が困惑するようなことも，配慮しないで言っ

てしまう

言葉（コミュニケーション）の発達

の遅れ

• 含みのある言葉の本当の意味が分から

ず，表面的に言葉通りに受けとめてしま

うことがある。

• 会話の仕方が形式的であり，抑揚なく話

したり，間合いが取れなかったりすること

がある。

特定のものへのこだわり

• 他の子どもは興味がないようなことに興味があり「自分だけ
の知識世界」を持っている。

• みんなから「○○博士」，「○○教授」と思われている（例：カ
レンダー博士」）。

• 空想の世界（ファンタジー）に遊ぶことがあり，現実との切り
替えが難しい場合がある。

• 特定の分野の知識を蓄えているが，丸暗記であり，意味を
きちんとは理解していない。

• とても得意なことがある一方で，極端に苦手なものがある。
• ある行動や考えに強くこだわることによって，簡単な日常の

活動ができなくなることがある。
• 自分なりの独特な日課や手順があり，変更や変化を嫌がる。

感覚の過敏さと鈍さ
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大人の発達障害 Steven Allan Spielberg （1946-）
 アメリカの映画監督，
プロデューサー（ドリー
ムワークス）
 監督作としては「激突」，
「ジョーズ」，「シンドラー
のリスト」，「プライベート
・ライアン」

 2012年に，5年前に読
字障害と診断されたこ
とを告白
 学校時代に勉学に苦労
し，教師や同級生からい
じめを受けた理由が分
かったと述べる

Hans Christian Andersen（1805 -1875）
 デンマークの童話作家

 貧しい家庭に生まれ様々
な挫折を経験するが，30
歳から作家活動に入る

 多数の創作童話を執筆し
世界中で親しまれている

元祖 ADHD タレント？

黒柳徹子(1933- )

フリーキャスター 小島慶子 トリプル発達障害の漫画家

沖田×華
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精神科医師 星野仁彦（よしひこ） 発達障害の強みと仕事（星野）

だから研究者をしているのです

自尊感情（ self-esteem）

 自己に対して一般化された肯定的な
態度

発達障害と二次障害

41

大学入試センター試験における

発達障害への配慮内容

・試験時間の延長（1.3倍）
・チェック解答
・拡大文字問題冊子の配布
・別室受験
・試験室の場所への配慮
・座席の位置への配慮
・試験室入口までの付き添い
・試験場までの乗用車入場

・試験時間延長（1.3倍）
・ＣＤﾌﾟﾚｰﾔｰへの
ﾍｯﾄﾞﾌｫﾝ接続

・チェック解答

＜リスニング＞

（適用条件） ①医師の診断書がある
②高校で既にそのような配慮を実施

（状況報告書の提出）


